
未来へ繋ぐ・・・

地域材を活かしたまちの木造化推進

株式会社ウッドコア



福島高度集成材製造センター
Fukushima Advanced Manufacturing Center For Laminated Timber

浪江町棚塩産業団地内に建設された福島高度集成材製造センター（FLAM)。
福島イノベーション・コースト構想に基づく農林水産プロジェクトとして、福島県産木材の需要を拡大し、
林業を再生することを目的に、非住宅(大規模木造)向けの大断面集成材を中心に付加価値の高い集成材を製造する施設。
国内外における木造建築の普及拡大に寄与するとともに、木材利用の推進により脱炭素社会の実現へ貢献致します。

鉄骨造、RC造へ対抗できる
大断面集成材を用いた施設普及

高層、大規模木造施設へ
物件対応型での量産工場

国産材を中心とした
原木からの一貫生産工場

棚塩産業団地



本事業における実施体制

浪江町

 福島県のイノベーションコースト構想に位置付けられた官⺠⼀体の事業として事業推進
 浪江町が中心となり、本事業及び関連事業も含めて団地整備の迅速化に向けた調整を実施
 ウッドコアと地元関連企業、関係団体が連携体制を構築し、地場産業の活性化、再生復興へ貢献

木材加工流通施設整備
コンソーシアム

構成企業

福島県イノベーションコースト構想における重点推進計画：木材加工流通施設整備（農林水産分野）

本事業の運営者「株式会社ウッドコア」 本社所在地：福島県双葉郡浪江町
浪江町が整備を進める木材加工流通整備事業の運営受託会社

藤寿産業(株)：集成材JAS認証工場朝田木材産業(株)：製材JAS認証工場
・製材,チップ事業のノウハウ
・地元企業の連携

・構造用集成材事業のノウハウ
・販売経路の活用

福島県

人材採用
復興支援団体運送業組合

地元企業を中心とした企業連合・協力会

森林組合建設業組合

地域の行政区
✖

棚塩団地全体
の整備事業

設計施工者

本事業のその他
関係者、団体



復興地域や都市部及び全国の公共・⺠間施設整備への木造化推進1
2

3

復興地域における雇用の創出

地場産業である林業・木材産業の再生復興

 工場作業員として30〜50名の新規採用、雇用創出
 企業連合・協力会として関連ビジネス全体の活性化

相双地域の企業も含めて県産材の安定的・効率的な供給体制を構築
新たな産業として集成材マーケットにおける新規市場開拓

多種多様な公共施設や商業施設等へ集成材を用いた木造化の推進及び製品供給
非住宅分野で用いられる規格外部材及び規格部材のすき間サイズの製品供給

事業コンセプト：産業の再生復興と新たな需要開発
 福島イノベーション・コースト構想に沿い、魅力ある産業の構築を通して地域の活性化に貢献



エンジニアウッドと集成材

丸太の製材

ひき板の乾燥

ひき板の強度選別

ひき板の欠点除去

接着（積層）

接着（縦継ぎ）

仕上げ切削

■集成材製造の流れ



集成材を用いた中大規模建築物（福島県内）
施設名 ：道の駅 猪苗代
建設地 ：福島県猪苗代町

施設名 ：⼆本松しんきん城⼭市⺠プール
建設地 ：福島県⼆本松市

施設名：21世紀の森公園屋内多目的広場
建設地：福島県いわき市

施設名：小高交流センター
建設地：福島県南相馬市



集成材を用いた木造建築（浪江町内）





浪江町
駅前再開発



浪江町における事例〜浪江町複合施設（施工中）〜

【DATA】• RC造から木造へ切り替えた 大断面
集成材の軸組、GIR接合による木造

所在地：福島県双葉郡浪江町
延床面積：1936㎡、 979㎡、80㎡
設計・施工：地場の建設会社3社
構造：木造（集成材軸組、CLTパネル工法）



FLAM事業のターゲット

大断面
(非住宅,中大規模施設)

小断面
(≒住宅用柱)

個別生産型
（物件対応）

量産型
(規格対応)

小断面
量産工場

中断面
量産工場

藤寿産業
（株）ウッドコア

＝本事業のターゲット 大断面
受注生産工場

 受注生産が主である中大断面集成材について量産生産を行い、非住宅木造建築へ競争のある材料を供給

中断面
(≒住宅用梁)



国内の森林資源の現状



木造建築の階層別割合、木材の使用割合



中大規模木造施設に関する歴史的背景

実質的な
木造禁止令
規制強化

更なる
利用促進と
技術開発

木造化の
選択肢拡大
規制緩和



林野庁の合言葉「ウッド・チェンジ」



プロジェクト事例①〜JR山手線⾼輪ゲートウェイ駅〜
所在地：東京都港区
延床面積：3,969.52㎡
施工：大林組・鉄建建設JV
構造：鉄骨造(木鋼ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ構造)

【DATA】• 木・鋼ハイブリット集成材採用
• みなとモデル二酸化炭素固定認証制度



プロジェクト事例②
〜城南信用⾦庫⾼円寺⽀店〜

• 柱・梁に1時間耐火性能を有する
鉄骨内蔵ハイブリット集成材を使用
• 鉄骨造の施工性を活かした木造木質化

【DATA】
所在地：東京都杉並区
延床面積：993.28㎡
設計：株式会社佐藤総合計画
施工：髙松建設株式会社
構造：RC造、鉄骨造



プロジェクト事例③〜神⽥神社⽂化交流館「EDOCCO」〜
所在地：東京都千代⽥区
延床面積：3,717.52㎡
設計・施工：鹿島建設株式会社
構造：木造＋鉄骨造の混構造

【DATA】• 柱、梁に1時間の耐火性能を有した
耐火集成材を使用



木造の耐火建築を実現する技術



⺠間研修施設
（横浜）

テナントビル
（銀座）

住友林業 W350計画
丸の内に70階建て

木造ビル

テナントビル
（仙台）

テナント兼事務所
（恵比寿）

⺠間本社ビル
（東京）

2021年以降

2025年

2041年

都市部の高層・大型木造建築

⺠間事務所ビル
（宇都宮）

竹中工務店×三井不動産
17階建、70M木造ﾋﾞﾙ 大阪万博

2028年

東京海上日動
グループビル
19階建,100M



世の中の
木材利用の

潮流

国際的なｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙへの取組み
社会全体のSDGｓ貢献意識の高まり
「ｳｯﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ」

全国第4位の森林面積を有し
豊富な資源量を保持

首都圏＝需要地に近い立地

福島県の
立地上の
メリット

国内初の
中大断面
集成材

量産工場

国内最大規模の大規模工場
→大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの対応ｷｬﾊﾟ拡大
→高付加価値製品の生産

海外最先端生産技術の取り込み

浪江町との
連携

公設⺠営事業

ゼロカーボンシティ実現への取組
水素関連等,新産業企業が多数
異業種間での交流増加

都市部の木造化に向けたFLAM事業の意義・位置づけ



FLAM工場
生産設備の特徴



⾼周波プレス機
従来のプレス機で半日かかっていたプレス工程を10〜20分程度に短縮



超大断面メガプレス
断面1.25M×1.25M、⻑さ12M超（運搬可能最大サイズ）まで
の超大型の集成材の製作可能

24



CNC加工機（全自動加工機）
CAD/CAM連動型で建築図面を基に、一気通貫で木部材を自動加工





物件名 所在地 納入年 部材タイプ
⻘葉⼭公園(仮称)公園センター 宮城県 2021年 ルートA 鉄骨内蔵型木質ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ集成材
東邦銀行・第一生命共同ビル（製作中） 栃木県 2022年 ルートA スリム耐火ウッド

耐火建築物の実績例

本計画のコンセプト
①生命保険業界・銀行業界初の中層木造オフィスの実現
②地産木材の利用による地方創生・地域活性化への貢献
③新型コロナウイルス感染対策も含めた施設利用者のQOL



当社は持続可能な社会の実現に向け木材利用を推進して参ります


